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【基本方針】 

上越市では人口減少が加速度的に進み続けている状況下においても、市内の様々な団体1 

は地域の特性を生かしながら市外部の人々とも協力しつつ多様な事業をつくり上げ展開し、2 

その大いなる魅力を市内外に継続的に発信し続けています。そういった背景の中、人口減3 

少が進み続ける地域に、人々の交流を盛り立てて新たな活力を生み出す事業展開の可能性4 

と、未来を担う世代に持続可能な地域社会への展望を我々が示していく必要があります。 5 

当委員会では、人々の交流と外部からの人の流入を促進することにより地域の活性化を6 

図る事業を展開していく必要があると考え、これまでの既成概念にとらわれることなく、7 

地域のコミュニケーターとしての役割を認識し務めていくための活動を行っていきます。8 

まずは、外部連携の重要性と人々の交流を活性化するための事業構築についてを学ぶため9 

に担当例会を開催することで、今後の事業展開に向けての指標をより明確にするとともに10 

LOM 内に共有することで、事業遂行へ向けての一体感を醸成します。また、事業構築の11 

ために上越市に留まらない様々な団体や個人との連携を図り、それを青年会議所が先導し12 

て動いていくことで地域のコミュニケーターとしての役割を果たすとともに、本年の事業13 

ひいては未来の事業展開への礎をつくります。そして、上越地域への訴求力を高めるため14 

に地域の結束力を活かした魅力ある事業を展開することで、交流人口の増加を図ります。15 

また、上越地域の若者に地域活性の可能性を示すために事業への関りをもたせることで、16 

自身で地域を盛り立てる経験と機会を通じてそれが郷土愛を育むきっかけとなります。 17 

新たな活力が生まれた上越地域では人々が地域をより強く愛するようになり、そして地18 

域を新たに愛する人々が集い育まれていき、その多大なる郷土愛がさらに相乗効果として19 

新たな活力を生み出し続けていくことで、明るい未来を形づくっていくと確信しています。 20 
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【委員会職務分掌】  

１. 会員拡大運動の推進 

２. わんぱく相撲上越場所への参画 

３. 3 月担当例会の実施と報告 

４. 人々の交流と外部からの流入を目的としたフェスティバル事業の実施と報告 

５. JCI 米沢交流事業の実施 

６. JCI 上田交流事業の実施 

７. 地域事業への参画 


